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(57)【要約】
【課題】持ち運びが容易でかつ安価な構成で、湾曲部用
被覆チューブの所定位置への装着を、何処でも容易に行
える湾曲部用被覆チューブ装着装置を提供すること。
【解決手段】湾曲部用被覆チューブ装着装置１０は、両
端に開口部を有し、湾曲駒を被覆する被覆チューブが内
周面側に配置される複数の装着用パイプ１２，…，１２
と、少なくとも一端部に開口部を有し、複数の装着用パ
イプ１２，…，１２を収納する収納容器を兼ねる装置本
体１１と、装置本体１１の開口部に嵌合配置される蓋部
１４と、蓋部１４に気密的、かつ長手軸方向に摺動可能
に設けられ、装着用パイプ１２の外部と、装着用パイプ
の内周面と被覆チューブ外周面との間に形成される空間
部とを連通させる連通路を形成する連通路形成部１５ａ
を備えた調整棒１５と、装置本体１１内に連通する貫通
孔に設けられ、吸引装置が接続される接続部材１６とを
具備している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡湾曲部を構成する連接された湾曲
駒に、湾曲部用被覆チューブを装着させる湾曲部用被覆
チューブ装着装置において、
両端に開口部を有し、前記湾曲駒を被覆する前記湾曲部
用被覆チューブが内周面側に配置される管状で径寸法の
異なる複数の被覆チューブ装着具と、
少なくとも一端部に開口部を有し、前記複数の被覆チュ
ーブ装着具を収納する収納容器を兼ねる装置本体と、
この装置本体の開口部に嵌合配置される蓋体と、
この蓋体に気密的、かつ長手軸方向に摺動可能に設けら
れ、前記被覆チューブ装着具の外部と、前記被覆チュー
ブ装着具の内周面と前記湾曲部用被覆チューブ外周面と
の間に形成される空間部と、を連通させる連通路を形成
する細長な連通路形成手段と、
前記装置本体の端部又は前記蓋体に形成された前記装置
本体内に連通する貫通孔に設けられ、吸引装置が接続さ
れる吸引装置接続部と、
を具備することを特徴とする湾曲部用被覆チューブ装着
装置。
【請求項２】  湾曲部用被覆チューブ装着装置を使用し
て、内視鏡湾曲部の連接して構成された湾曲駒に湾曲部
用被覆チューブを装着させる湾曲部用被覆チューブ装着
方法において、
管状の被覆チューブ装着具の貫通孔に湾曲部用被覆チュ
ーブを挿通し、前記被覆チューブ装着具の端部に、前記
湾曲部用被覆チューブのそれぞれの端部を折り返して折
り返し部を設けて前記湾曲部用被覆チューブを前記被覆
チューブ装着具の内周面側に配置させる湾曲部用被覆チ
ューブ配置工程と、
前記折り返し部に、連通路形成手段の先端部を配置させ
て、この被覆チューブ装着具の外部と前記被覆チューブ
装着具の内周面と前記湾曲部用被覆チューブの外周面と
の間に形成される空間部とを連通させる連通路を設ける
連通路形成工程と、
前記連通路形成手段の先端部を前記折り返し部に配置さ
せた状態で、前記被覆チューブ装着具を前記装置本体内
に配置させるとともに、蓋体を装置本体に嵌合配置させ
る装着具装置本体内配置工程と、
前記被覆チューブ装着具を装置本体内に配置した状態
で、吸引装置接続部に接続した吸引装置で前記装置本体
内及び前記空間部内の空気を吸引して陰圧にする吸引工
程と、
前記連通路形成手段の先端部を前記折り返し部から取り
外し、被覆チューブ装着具の内周面に湾曲部用被覆チュ
ーブを密着配置させる被覆チューブ密着工程と、
被覆チューブが内周面に密着した被覆チューブ装着具
を、前記装置本体から取り出す装着具取り出し工程と、
被覆チューブの密着した被覆チューブ装着具を、内視鏡
挿入部の湾曲部を構成する連接して構成された湾曲駒の
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所定位置に配置させる被覆チューブ装着具湾曲部配置工
程と、
前記被覆チューブ装着具に設けられた折り返し部を、内
視鏡挿入部側に折り戻して前記連接した湾曲駒を湾曲部
用被覆チューブで被覆する被覆チューブ被覆工程と、
を具備することを特徴とする湾曲部用被覆チューブ装着
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、連接された湾曲駒
と、これら湾曲駒を被う湾曲部用被覆チューブとで構成
された湾曲部の、湾曲部用被覆チューブを湾曲駒に被覆
する湾曲部用被覆チューブ装着装置及びその湾曲部用被
覆チューブ装着装置を用いた湾曲部用被覆チューブ装着
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般的な内視鏡は、例えば体腔内等の観
察部位に挿入される細長な挿入部と、この挿入部の基端
側に配設された把持部を兼ねる操作部と、この操作部の
側部から延出するユニバーサルコードとを備えて構成さ
れている。
【０００３】前記挿入部が、先端側より硬質の金属部材
で形成した後述する先端部本体を備える先端部と、例え
ば上下、左右方向に湾曲自在に連接させた複数の湾曲駒
を備えた湾曲部と、柔軟で可撓性を有する軟性管部とで
構成されている内視鏡では、前記湾曲部を、複数の湾曲
駒と、これら湾曲駒を被う弾力性を有する例えばゴム製
の湾曲部用被覆チューブとで構成している。
【０００４】そして、前記湾曲部を備えた内視鏡を組み
立てる際、前記湾曲部を被覆する湾曲部用被覆チューブ
を被覆する作業は、先端部本体と湾曲駒等とを連結した
後の一番最後の工程になっていた。
【０００５】この湾曲部用被覆チューブを、連接された
湾曲駒に被せる際には、湾曲部用被覆チューブを先端部
本体側から挿入し、この湾曲部用被覆チューブを直接、
軸方向軟性管部側に移動させて被覆するようにしてい
た。
【０００６】このため、湾曲部用被覆チューブを軸方向
に移動させる際に、この湾曲部用被覆チューブが湾曲部
前後の口金や連接する湾曲駒等にひっかかる等の不具合
が生じて、作業性が悪く、装着に時間がかかるばかりで
なく、場合によっては装着の際に湾曲駒に無理な力をか
けて破損させるおそれがあった。
【０００７】その不具合を解消するため、特開平５－２
８５０９０号公報には内視鏡の湾曲部に対して湾曲部用
被覆チューブを無理なく容易に装着できるように、弾力
性のある湾曲部用被覆チューブを、その湾曲部用被覆チ
ューブの外径より大きな内径を有し内周面側から外側へ
空気を吸引するための吸引孔が穿設された筒体内に挿通
し、前記吸引孔を通じて前記筒体内の空気を外部に吸引
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することによって前記湾曲部用被覆チューブの径を前記
筒体の内部で拡げ、その状態で前記湾曲部用被覆チュー
ブ内に内視鏡の湾曲部を挿通した後、前記吸引を停止し
て前記湾曲部用被覆チューブの径を元の状態に戻し、前
記湾曲部用被覆チューブを前記内視鏡の湾曲部に被せた
状態にして前記筒体から取り外すようにした、内視鏡に
おける湾曲部用被覆チューブの装着方法が開示されてい
る。
【０００８】具体的には、まず、図１９の吸引工程を説
明する図に示すように弾力性のある湾曲部用被覆チュー
ブ（以下、被覆チューブと略記する）１を、その被覆チ
ューブ１の外径より大きな内径を有し、内面側から外部
へ空気を吸引するための吸引孔２ａを中央部に設けた筒
体２内に挿通し、前記吸引孔２ａに連通されている吸引
チューブ３に設けられている逆止弁４を開状態にして前
記筒体２の内面２ｂと被覆チューブ１の外面との間の空
気を吸引することによって、図２０の被覆チューブを筒
体に密着させた状態を示す図に示すように前記被覆チュ
ーブ１を前記筒体２の内面２ｂに密着させて径寸法を拡
げる。そして、前記逆止弁４を閉状態にしてこの状態を
保持する。
【０００９】次に、図２１の筒体内に内視鏡を挿入して
いく状態を説明する図に示すように前記筒体２の内面２
ｂに密着した被覆チューブ１内に内視鏡５の挿入部５ａ
を挿通し、湾曲部５ｂを前記筒体２の所定位置に配置す
る。
【００１０】ここで、図２２の筒体に対して内視鏡の挿
入部を所定位置関係に配置した状態を説明する図に示す
ように前記逆止弁４を開状態にして吸引状態を停止させ
る。このことにより、前記被覆チューブ１の径寸法が元
の状態に戻って、被覆チューブ１が湾曲部５ｂに被さっ
た状態になる。
【００１１】次いで、図２３の内視鏡挿入部の湾曲部に
被覆チューブを被せている状態を説明する図に示すよう
に前記被覆チューブ１の端部を折り返して前記内視鏡５
の挿入部５ａに被せ、湾曲部５ｂが被覆チューブ１で被
われた状態になったなら、前記筒体２から挿入部５ａを
取り出す。このことによって、図２４の内視鏡の挿入部
を示す図に示すように湾曲部５ｂに被覆チューブ１が装
着された内視鏡５が構成される。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記特
開平５－２８５０９０号公報の内視鏡における湾曲部用
被覆チューブの装着方法では、吸引チューブか接続され
た逆止弁が閉状態に保持された筒体内に内視鏡の湾曲部
を挿通配置させて被覆チューブを被せる作業を行ってい
たので、作業中に誤って逆止弁を開状態にしてしまった
り、吸引チューブが外れる等の不具合が生じると装着作
業を行えなくなるという問題があった。
【００１３】また、装着作業を吸引チューブが接続され
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た筒体に、細長な挿入部を挿通させて行わなければなら
ないので、装着作業性が悪いという問題があった。
【００１４】さらに、内視鏡の挿入部は仕様により様々
な径寸法で形成されている。このため、挿入部の径寸法
の相違によって、吸引孔を設けた筒体を何種類も用意し
なければならないので、コストが嵩むとともに、筒体を
何種類も用意するため装置を小型に構成することが難し
く、保守、或いは点検のために病院を訪問するサービス
マンが常時、携帯できるようなものではなかった本発明
は、上記事情に鑑みてなされたものであり、持ち運びが
容易でかつ安価な構成で、湾曲部用被覆チューブの所定
位置への装着を、何処でも容易に行える湾曲部用被覆チ
ューブ装着装置及び湾曲部用被覆チューブ装着方法を提
供することを目的にしている。
【００１５】
【課題を解決するための手段】本発明の湾曲部用被覆チ
ューブ装着装置は、内視鏡湾曲部を構成する連接された
湾曲駒に、湾曲部用被覆チューブを装着させる湾曲部用
被覆チューブ装着装置であって、両端に開口部を有し、
前記湾曲駒を被覆する前記湾曲部用被覆チューブが内周
面側に配置される管状で径寸法の異なる複数の被覆チュ
ーブ装着具と、少なくとも一端部に開口部を有し、前記
複数の被覆チューブ装着具を収納する収納容器を兼ねる
装置本体と、この装置本体の開口部に嵌合配置される蓋
体と、この蓋体に気密的、かつ長手軸方向に摺動可能に
設けられ、前記被覆チューブ装着具の外部と、前記被覆
チューブ装着具の内周面と前記湾曲部用被覆チューブ外
周面との間に形成される空間部と、を連通させる連通路
を形成する細長な連通路形成手段と、前記装置本体の端
部又は前記蓋体に形成された前記装置本体内に連通する
貫通孔に設けられ、吸引装置が接続される吸引装置接続
部とを具備している。
【００１６】一方、本発明の湾曲部用被覆チューブ装着
方法は、湾曲部用被覆チューブ装着装置を使用して、内
視鏡湾曲部の連接して構成された湾曲駒に湾曲部用被覆
チューブを装着させる湾曲部用被覆チューブ装着方法で
あって、管状の被覆チューブ装着具の貫通孔に湾曲部用
被覆チューブを挿通し、前記被覆チューブ装着具の端部
に、前記湾曲部用被覆チューブのそれぞれの端部を折り
返して折り返し部を設けて前記湾曲部用被覆チューブを
前記被覆チューブ装着具の内周面側に配置させる湾曲部
用被覆チューブ配置工程と、前記折り返し部に、連通路
形成手段の先端部を配置させて、この被覆チューブ装着
具の外部と前記被覆チューブ装着具の内周面と前記湾曲
部用被覆チューブの外周面との間に形成される空間部と
を連通させる連通路を設ける連通路形成工程と、前記連
通路形成手段の先端部を前記折り返し部に配置させた状
態で、前記被覆チューブ装着具を前記装置本体内に配置
させるとともに、蓋体を装置本体に嵌合配置させる装着
具装置本体内配置工程と、前記被覆チューブ装着具を装
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置本体内に配置した状態で、吸引装置接続部に接続した
吸引装置で前記装置本体内及び前記空間部内の空気を吸
引して陰圧にする吸引工程と、前記連通路形成手段の先
端部を前記折り返し部から取り外し、被覆チューブ装着
具の内周面に湾曲部用被覆チューブを密着配置させる被
覆チューブ密着工程と、被覆チューブが内周面に密着し
た被覆チューブ装着具を、前記装置本体から取り出す装
着具取り出し工程と、被覆チューブの密着した被覆チュ
ーブ装着具を、内視鏡挿入部の湾曲部を構成する連接し
て構成された湾曲駒の所定位置に配置させる被覆チュー
ブ装着具湾曲部配置工程と、前記被覆チューブ装着具に
設けられた折り返し部を、内視鏡挿入部側に折り戻して
前記連接した湾曲駒を湾曲部用被覆チューブで被覆する
被覆チューブ被覆工程とを具備している。
【００１７】上記湾曲部用被覆チューブ装着装置の構成
及び湾曲部用被覆チューブ装着方法によれば、装置本体
内で、湾曲部に対応する被覆チューブ装着具の内周面側
に湾曲部用被覆チューブを密着配置させ、この装置本体
内から湾曲部用被覆チューブが配置された被覆チューブ
装着具を取り出し、この被覆チューブ装着具内に湾曲駒
を備えた内視鏡挿入部を挿入させることにより、被覆チ
ューブ装着具又は内視鏡挿入部の少なくとも一方を移動
させて、配置位置の設定を容易に行えるとともに、その
後、湾曲部用被覆チューブの湾曲駒への被覆を容易に行
える。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を説明する。図１ないし図１５は本発明の一実施
形態にかかり、図１は湾曲部用被覆チューブ装着装置の
構成を説明する図、図２は装着用パイプを説明する図、
図３は吸引栓を説明する図、図４は蓋部を説明する図、
図５は湾曲部用被覆チューブ装着装置と吸引装置とを組
み合わせて構成した携帯型被覆チューブ装着装置を示す
図、図６は被覆チューブを装着用パイプに配置する被覆
チューブ配置工程を説明する図、図７は装着用パイプの
外部と、装着用パイプの内周面と被覆チューブの外周面
との間に形成される空間部とを連通させる連通路形成工
程を説明する図、図８は吸引栓を嵌合固定させた装置本
体内に装着用パイプを挿入する状態を説明する図、図９
は装置本体内に装着用パイプを配置させる装着具装置本
体内配置工程を説明する図、図１０は被覆チューブの外
周面を装着用パイプの内周面に密着させる吸引工程を説
明する図、図１１は装着用パイプの内周面に被覆チュー
ブの外周面を密着させる被覆チューブ密着工程を説明す
る図、図１２は被覆チューブが密着配置された装着用パ
イプを示す図、図１３は被覆チューブが密着配置された
装着用パイプ内に内視鏡の挿入部を挿入していく状態を
説明する図、図１４は被覆チューブが密着配置された装
着用パイプを内視鏡挿入部の湾曲部に配置させる装着用
パイプ湾曲部配置工程及び被覆チューブを被せて湾曲部
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を形成する被覆チューブ被覆工程を説明する図、図１５
は被覆チューブで被われた湾曲部を備えた内視鏡を示す
図である。
【００１９】図１に示すように本実施形態の湾曲部用被
覆チューブ装着装置１０は、両端に開口部を有する例え
ば透明な管状樹脂部材で形成された装置本体１１と、後
述する湾曲部用被覆チューブ（以下、被覆チューブと略
記する）が内周面側に配置される、管状で例えばステン
レスパイプで形成した長さ寸法及び径寸法を所定寸法で
形成した複数の被覆チューブ装着具である装着用パイプ
１２，…，１２と、前記装置本体１１の一端側の開口部
に嵌合配置される第１の蓋体である所定の弾性力を有す
る例えばシリコンゴム製の吸引栓１３と、前記装置本体
１１の他端側の開口部に嵌合配置される第２の蓋体であ
る所定の弾性力を有する例えばシリコンゴム製の蓋部１
４と、この蓋部１４に気密的で、かつ長手軸方向に摺動
可能に設けられる後述する連通路形成部を備えた例えば
Ｎｉ－Ｔｉ等の金属製の後述する連通路形成手段である
調整棒１５と、前記吸引栓１３に形成されている後述す
る貫通孔（図３の符号１３ａ参照）に配設される吸引装
置接続部である接続部材１６とで構成されている。
【００２０】前記調整棒１５は細径で、先端部には折り
曲げて焼きなまし形成された連通路形成部１５ａが設け
られ、この調整棒１５の基端部には調整棒１５を操作す
る例えば樹脂部材で形成した把持部品１５ｂが取付け固
定されるようになっている。
【００２１】図２に示すように複数の装着用パイプ１２
ａ，…，１２ｎは、１つの装着用パイプ１２の内孔に対
して他の１つの装着用パイプ１２が所定のはめあいで挿
入されるように外径及び内径の寸法が設定されている。
このため、図１に示すように最も外形の大きな装着用パ
イプ１２の内孔に、複数の装着用パイプ１２をひとまと
めに配置させた状態にして装置本体１１内に、この図の
破線に示すように収納できるようになっている。つま
り、この装置本体１１の内径寸法を、最も外形の大きな
装着用パイプ１２の外形寸法より大きく設定して、装置
本体１１に複数の装着用パイプ１２，…，１２を収納す
る収納容器を兼ねさせている。なお、前記装着用パイプ
１２ａ，…，１２ｎの長さ寸法は、所定の径寸法範囲毎
に所定の長さに設定されている。
【００２２】図３に示すように前記吸引栓１３の略中央
部には軸方向の貫通孔１３ａが形成されている。この吸
引栓１３には基準端面１３ｂから所定量（図中寸法ａ）
突出した凸部１３ｃが設けられている。前記接続部材１
６は、この貫通孔１３ａに取付け固定されている。
【００２３】一方、図４に示すように前記蓋部１４の中
心軸から所定距離（図中寸法ｂ）離れた位置には、前記
調整棒１５の外径寸法と略同径で、中心軸に対して平行
な調整棒配置孔１４ａが形成されている。そして、この
調整棒配置孔１４ａに、予め前記調整棒１５を嵌入配置



(5) 特開２００３－７０７２５

10

20

30

40

50

7
し、この調整棒配置孔１４ａから突出した前記調整棒１
５の基端部に前記把持部品１５ｂを固設しておく。
【００２４】なお、前記吸引栓１３及び前記蓋部１４の
側周面は所定の角度のテーパー面として形成されてい
る。このことにより、吸引栓１３及び蓋部１４を装置本
体１１の開口部に容易かつ確実に嵌合固定することがで
きるようになっている。
【００２５】また、図５に示すように前記湾曲部用被覆
チューブ装着装置１０に、吸引装置としてシリンジ本体
３１及びピストン３２で構成されるシリンジ３３を組み
合わせることにより、携帯型被覆チューブ装着装置３０
が構成される。
【００２６】図６ないし図１５を参照して湾曲部用被覆
チューブ装着装置１０を使用して内視鏡の湾曲部に湾曲
部用被覆チューブを装着する工程を説明する。なお、吸
引装置としては前記シリンジ３３を使用する。まず、内
視鏡挿入部の湾曲部の外径に適した被覆チューブ２１を
用意するとともに、この被覆チューブ２１を湾曲部に配
置させるのに最適な径寸法の装着用パイプ１２を選択す
る。
【００２７】そして、この装着用パイプ１２の貫通孔内
に被覆チューブ２１を挿通させた後、図６に示すように
この被覆チューブ２１のそれぞれの端部を前記装着用パ
イプ１２の端部側に折り返し、この装着用パイプ１２に
折り返し部２２，２３を設ける。このことによって、装
着用パイプ１２に被覆チューブ２１が配置される。この
とき、前記装着用パイプ１２の内周面と前記被覆チュー
ブ２１の外周面との間に空間部２４が形成される。
【００２８】次に、図７に示すように前記装着用パイプ
１２に設けた例えば前記折り返し部２２に、前記蓋部１
４の調整棒配置孔１４ａに配置されている調整棒１５の
先端部に形成されている連通路形成部１５ａを差し込み
配置して、折り返し部２２と装着用パイプ１２との間に
隙間を形成させる。このことによって、この装着用パイ
プ１２の外部と前記空間部２４とを連通させる連通路２
５が形成される。
【００２９】次いで、図８に示すように前記装置本体１
１の一方の開口部に接続部材１６が取り付けられている
吸引栓１３を嵌合配置させる一方、他方の開口部に前記
調整棒１５の連通路形成部１５ａが折り返し部２２に差
し込まれた状態の装着用パイプ１２を装置本体１１内に
挿入していく。
【００３０】そして、前記吸引栓１３に設けられている
凸部１３ｃと、前記折り返し部２２に配置させた連通路
形成部１５ａとが当接しない所定位置関係に設定して、
図９に示すように前記折り返し部２２を設けた装着用パ
イプ１２の先端面を凸部１３ｃの端面に当接させる。そ
して、前記装置本体１１の他端部開口部に蓋部１４を嵌
合配置させる。
【００３１】ここで、前記シリンジ３３を用意し、図１
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０に示すようにこのシリンジ３３のシリンジ本体３１の
先端部に取り付けられている吸引チューブ３４の端部を
前記接続部材１６に連結する。
【００３２】その後、図中の矢印Ａに示すように破線の
位置にあったピストン３０ｂをシリンジ本体３０ａに対
して移動させて前記装置本体１１内の空気を吸引して陰
圧にする。すると、前記装置本体１１内及び前記装着用
パイプ１２の内周面と前記被覆チューブ２１の外周面と
の間に形成されていた空間部２４の空気が引かれ、被覆
チューブ２１の外周面が装着用パイプ１２の内周面に密
着していく。
【００３３】次いで、前記装置本体１１内の陰圧状態を
保持したまま、図１１に示すように前記調整棒１５の把
持部品１５ｂを矢印Ｂ方向に引っ張る。このことによっ
て、前記調整棒１５が矢印Ｂ方向に移動して、前記連通
路形成部１５ａが折り返し部２２から抜き取られて、装
着用パイプ１２の内周面に被覆チューブ２１の外周面が
確実に密着配置された状態になる。
【００３４】その後、前記装置本体１１に嵌合固定され
ている吸引栓１３又は蓋部１４の少なくとも一方を取り
外して、前記装置本体１１内から図１２に示すように被
覆チューブ２１が内周面に密着配置された装着用パイプ
１２を取り出す。
【００３５】次に、被覆チューブ２１を内視鏡挿入部に
被覆するため、図１３に示すように前記被覆チューブ２
１が密着配置している装着用パイプ１２内に内視鏡９の
挿入部９ａを挿入していく。
【００３６】そして、前記装着用パイプ１２又は前記挿
入部９ａの少なくとも一方を移動させて、図１４に示す
ように前記挿入部９ａに設けられている連接して構成さ
れた図示しない湾曲駒を有する湾曲部９ｂと前記装着用
パイプ１２とを所定位置関係に配置させ、その後、この
装着用パイプ１２に設けられている折り返し部２２，２
３を挿入部９ａ側に折り戻して、連接して構成された湾
曲駒を被覆チューブ２１で被覆される。そして、前記挿
入部９ａを覆い囲む前記装着用パイプ１２を取り去っ
て、図１５に示すように被覆チューブ２１を装着して構
成された湾曲部９ｂを備えた挿入部９ａを有する内視鏡
９が構成される。
【００３７】なお、本実施形態においては吸引装置をシ
リンジとして説明したが、吸引装置として真空ポンプ等
を使用するようにしてもよい。
【００３８】このように、この装着用パイプの端部に被
覆チューブの折り返し部を設け、この折り返し部に連通
路形成部を配置させて、折り返し部と装着用パイプとの
間に隙間を形成して、装着用パイプの外部と、装着用パ
イプの内周面と被覆チューブの外周面との間に形成され
る空間部とを連通する連通路を形成させて、被覆チュー
ブを装着用パイプに密着配置させるようにしたことによ
り、装着用パイプを単純形状に形成することができる。
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このことによって、装着用パイプが安価になる。
【００３９】また、単純形状のこれら装着用パイプの径
寸法及び長さ寸法をそれぞれ所定の値に設定するととも
に、装置本体の形状を単純にして所定寸法に形成するこ
とによって、複数の装着用パイプを最大外形の装着用パ
イプにひとまとめに収納した状態で装置本体内に収納す
ることができる。
【００４０】このことによって、携帯性に優れた湾曲部
用被覆チューブ装置装置が構成される。そして、この湾
曲部用被覆チューブ装置装置に、吸引装置としてシリン
ジを組合せて携帯型被覆チューブ装着装置を構成するこ
とにより、持ち運びが容易になるばかりでなく、湾曲部
用被覆チューブの装着を何処でも容易に行える。例え
ば、サービスマンが病院等を訪問した際に、被覆チュー
ブの不具合を発見したなら、持ち歩いている携帯型被覆
チューブ装着装置から挿入部の径寸法に対応する装着用
パイプ及び被覆チューブを取り出して、被覆チューブの
交換をその場で速やかに行える。
【００４１】なお、本実施形態においては、装置本体１
１を両端に開口部を備えた管状部材で形成しているが、
図１６（ａ）の装置本体の他の構成を説明す図に示すよ
うに装置本体１１Ａを一端部に開口部を備えた筒状部材
で形成するようにしてもよい。このとき、前記装置本体
１１Ａの開口部に前記蓋部１４を嵌合配置させ、前記装
置本体の底面１１ａの一部に、前記折り返し部２２を設
けた装着用パイプ１２の先端面が当接する凸部１１ｂを
設け、端部に貫通孔１１ｃを設け、この貫通孔１１ｃに
接続部材１６を設ける。
【００４２】このことによって、上述した実施形態と同
様の作用及び効果を得ることができる。図１６（ｂ）の
装置本体の別の構成を説明す図に示すように装置本体１
１Ａの底面１１ａを平らな面で形成するようにしても上
述と同様の作用及び効果を得られる。
【００４３】また、図１７の装置本体のまた他の構成を
説明す図に示すように前記装置本体１１Ｃの一端部に設
けられた開口部に、接続部材１６を設ける貫通孔１４ｂ
及び調整棒１５が嵌入配置される調整棒配置孔１４ａを
設けたる蓋部１４Ｃを嵌合配置させるようにしてもよ
い。このことによって、上述した実施形態と同様の作用
及び効果を得ることができる。
【００４４】さらに、図１８の装着用パイプの他の構成
を説明す図に示すように例えば、一端部側の折り返し部
２２が設けられる位置に、装着具の外部側と内周面側と
を連通して前記連通路となる透孔２５ａを形成してパイ
プ形状の装着用パイプ１２Ａを形成するようにしてもよ
い。このとき、吸引装置としてはシリンジ３３の代わり
に強真空状態を得られる図示しない真空ポンプを使用す
る。
【００４５】このことによって、装置本体内の空気を真
空ポンプで引く際、前記透孔２５ａを塞ぐように配置さ
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れた折り返し部２２が破線の状態から実線の状態に作用
して、空間部２４内の空気を引く。したがって、装着用
パイプ１２Ａの内周面に被覆チューブ２１の外周面が密
着配置される。
【００４６】このように、所定の位置に透孔を形成して
装着用パイプを構成することによって、調整棒及び蓋部
の調整棒配置孔を不要にすることができる。
【００４７】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００４８】［付記］以上詳述したような本発明の前記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００４９】（１）内視鏡湾曲部を構成する連接された
湾曲駒に、湾曲部用被覆チューブを装着させる湾曲部用
被覆チューブ装着装置において、両端に開口部を有し、
前記湾曲駒を被覆する前記湾曲部用被覆チューブが内周
面側に配置される管状で径寸法の異なる複数の被覆チュ
ーブ装着具と、少なくとも一端部に開口部を有し、前記
複数の被覆チューブ装着具を収納する収納容器を兼ねる
装置本体と、この装置本体の開口部に嵌合配置される蓋
体と、この蓋体に気密的、かつ長手軸方向に摺動可能に
設けられ、前記被覆チューブ装着具の外部と、前記被覆
チューブ装着具の内周面と前記湾曲部用被覆チューブ外
周面との間に形成される空間部と、を連通させる連通路
を形成する細長な連通路形成手段と、前記装置本体の端
部又は前記蓋体に形成された前記装置本体内に連通する
貫通孔に設けられ、吸引装置が接続される吸引装置接続
部と、を具備する湾曲部用被覆チューブ装着装置。
【００５０】（２）前記装置本体を両端部に開口部を備
えた管状部材で形成するとき、前記装置本体の一開口部
に嵌合配置される第１蓋体に前記吸引装置接続部を設
け、他開口部に嵌合配置される第２蓋体に前記連通路形
成手段を設けた付記１記載の湾曲部用被覆チューブ装着
装置。
【００５１】（３）前記第１の蓋体の装置本体内部側の
端面に、湾曲部用被覆チューブが配置された被覆チュー
ブ装着具の先端面が当接する位置決め凸部を設けた付記
２記載の湾曲部用被覆チューブ装着装置。
【００５２】（４）前記装置本体を一端部に開口部を備
えた筒状部材で形成するとき、前記装置本体の開口部に
嵌合配置される蓋体に前記連通路形成手段を設け、前記
装置本体の端部に前記吸引装置接続部を設けた付記１記
載の湾曲部用被覆チューブ装着装置。
【００５３】（５）前記装置本体を一端部に開口部を備
えた筒状部材で形成するとき、前記装置本体の開口部に
嵌合配置される蓋体に、前記連通路形成手段及び前記吸
引装置接続部を設けた付記１記載の湾曲部用被覆チュー
ブ装着装置。
【００５４】（６）内視鏡湾曲部を構成する連接された
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湾曲駒に、湾曲部用被覆チューブを装着させる湾曲部用
被覆チューブ装着装置において、両端に開口部を有し、
前記湾曲駒を被覆する前記湾曲部用被覆チューブが内周
面側に配置される管状で径寸法が異なり、一端部に外部
と内周面側とを連通する連通路となる透孔を形成した、
複数の被覆チューブ装着具と、少なくとも一端部に開口
部を有し、前記複数の被覆チューブ装着具を収納する収
納容器を兼ねる装置本体と、この装置本体の開口部に嵌
合配置される蓋体と、前記装置本体の端部又は前記蓋体
に形成された前記装置本体内に連通する貫通孔に設けら
れ、吸引装置が接続される吸引装置接続部と、を具備す
る湾曲部用被覆チューブ装着装置。
【００５５】（７）湾曲部用被覆チューブ装着装置を使
用して、内視鏡湾曲部の連接して構成された湾曲駒に湾
曲部用被覆チューブを装着させる湾曲部用被覆チューブ
装着方法において、管状の被覆チューブ装着具の貫通孔
に湾曲部用被覆チューブを挿通し、前記被覆チューブ装
着具の端部に、前記湾曲部用被覆チューブのそれぞれの
端部を折り返して折り返し部を設けて前記湾曲部用被覆
チューブを前記被覆チューブ装着具の内周面側に配置さ
せる湾曲部用被覆チューブ配置工程と、前記折り返し部
に、連通路形成手段の先端部を配置させて、この被覆チ
ューブ装着具の外部と前記被覆チューブ装着具の内周面
と前記湾曲部用被覆チューブの外周面との間に形成され
る空間部とを連通させる連通路を設ける連通路形成工程
と、前記連通路形成手段の先端部を前記折り返し部に配
置させた状態で、前記被覆チューブ装着具を前記装置本
体内に配置させるとともに、蓋体を装置本体に嵌合配置
させる装着具装置本体内配置工程と、前記被覆チューブ
装着具を装置本体内に配置した状態で、吸引装置接続部
に接続した吸引装置で前記装置本体内及び前記空間部内
の空気を吸引して陰圧にする吸引工程と、前記連通路形
成手段の先端部を前記折り返し部から取り外し、被覆チ
ューブ装着具の内周面に湾曲部用被覆チューブを密着配
置させる被覆チューブ密着工程と、被覆チューブが内周
面に密着した被覆チューブ装着具を、前記装置本体から
取り出す装着具取り出し工程と、被覆チューブの密着し
た被覆チューブ装着具を、内視鏡挿入部の湾曲部を構成
する連接して構成された湾曲駒の所定位置に配置させる
被覆チューブ装着具湾曲部配置工程と、前記被覆チュー
ブ装着具に設けられた折り返し部を、内視鏡挿入部側に
折り戻して前記連接した湾曲駒を湾曲部用被覆チューブ
で被覆する被覆チューブ被覆工程と、を具備する湾曲部
用被覆チューブ装着方法。
【００５６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、持
ち運びが容易でかつ安価な構成で、湾曲部用被覆チュー
ブの所定位置への装着を、何処でも容易に行える湾曲部
用被覆チューブ装着装置及び湾曲部用被覆チューブ装着
方法を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図１５は本発明の一実施形態にかか
り、図１は湾曲部用被覆チューブ装着装置の構成を説明
する図
【図２】装着用パイプを説明する図
【図３】吸引栓を説明する図
【図４】蓋部を説明する図
【図５】湾曲部用被覆チューブ装着装置と吸引装置とを
組み合わせて構成した携帯型被覆チューブ装着装置を示
す図
【図６】被覆チューブを装着用パイプに配置する被覆チ
ューブ配置工程を説明する図
【図７】装着用パイプの外部と、装着用パイプの内周面
と被覆チューブの外周面との間に形成される空間部とを
連通させる連通路形成工程を説明する図
【図８】吸引栓を嵌合固定させた装置本体内に装着用パ
イプを挿入する状態を説明する図
【図９】装置本体内に装着用パイプを配置させる装着具
装置本体内配置工程を説明する図
【図１０】被覆チューブの外周面を装着用パイプの内周
面に密着させる吸引工程を説明する図
【図１１】装着用パイプの内周面に被覆チューブの外周
面を密着させる被覆チューブ密着工程を説明する図
【図１２】被覆チューブが密着配置された装着用パイプ
を示す図
【図１３】被覆チューブが密着配置された装着用パイプ
内に内視鏡の挿入部を挿入していく状態を説明する図
【図１４】被覆チューブが密着配置された装着用パイプ
を内視鏡挿入部の湾曲部に配置させる装着用パイプ湾曲
部配置工程及び被覆チューブを被せて湾曲部を形成する
被覆チューブ被覆工程を説明する図
【図１５】被覆チューブで被われた湾曲部を備えた内視
鏡を示す図
【図１６】装置本体の他の構成を説明す図
【図１７】装置本体のまた他の構成を説明す図
【図１８】被覆チューブ装着具の他の構成を説明す図
【図１９】図１９ないし図２４は従来例にかかり、図１
９は吸引工程を説明する図
【図２０】被覆チューブを筒体に密着させた状態を示す
図
【図２１】筒体内に内視鏡を挿入していく状態を説明す
る図
【図２２】筒体に対して内視鏡の挿入部を所定位置関係
に配置した状態を説明する図
【図２３】内視鏡挿入部の湾曲部に被覆チューブを被せ
ている状態を説明する図
【図２４】内視鏡の挿入部を示す図
【符号の説明】
１０…湾曲部用被覆チューブ装着装置
１１…装置本体
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１２…装着用パイプ
１３…吸引栓
１４…蓋部 *

14
*１５…調整棒
１５ａ…連通路形成部
１６…接続部材

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】

【図１２】 【図１３】
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【図１０】 【図１１】

【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】
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